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ユスト高山右近列福式に参加して 
 

松本 秀樹   

 

２月７日（火）日本のカトリック教会の念願であったユスト高山右近の列福式が大阪城ホー

ルで行われました。外は最高気温６．８℃と厳しい寒さでしたが、会場内は１万人の参加者の

神への感謝と喜びが満ちあふれていました。岸和田教会からも２９人が参列しました。これま

で日本では、４２人が聖人（日本２６聖人、聖トマス西と１５聖人）に、３９３人が福者に認

定されていますが、日本で列福式が行われるのは、２００８年の福者ペトロ岐部司祭と１８７

殉教者に次いで２度目です。 

ミサ主司式は、教皇フランシスコ代理アンジェロ・アマート枢機卿（教皇庁列聖省長官）

で、右近ゆかりの地マニラ大司教ルイス・アントニオ・タグレ枢機卿をはじめ、韓国、ベトナ

ム、ルクセンブルグ、日本の全司教と司祭３００人が集いました。また、カトリック学校生徒

と全国から応募した信徒９００人の聖歌隊と洛星中学高等学校とノートルダム女学院のオーケ

ストラが式を祈りの雰囲気で包み込みました。 

アマート枢機卿は説教で、「ユスト高山右近とは誰だったのか」、「そのキリスト者として

の真髄はどのように息づいていたか」、「右近の言葉は現代のわたしたちにどのような意味が

あるのか」を考えるように招きました。 

第１の問い「ユスト高山右近とは誰だったのか」について、同枢機卿は、「右近はキリスト

の教えを伝えることを望み、各地にセミナリオを創設するなど、宣教活動を活発に行い、高槻

の領民の大半２万５千人を洗礼に導きました。一方で、キリスタン追放令による棄教を拒み、

貧しさと孤独に耐える、流浪を選びました。そして、マニラ到着後まもなく病に倒れた右近を

神はみもとにお召しになりました。フィリピンにおいて右近の死を悼む悲しみは大きなもの

で、人々はその聖性によって感化を受けました。」と述べました。 

続いて、第２の問い「そのキリスト者としての真髄はどのように息づいていたか」につい

て、「右近は、イエス・キリストの教え、愛のことば、あがないの業に魅了されていました。

その確信により、どんなに苦しく、貧しい境遇になっても気落ちすることなく、平静を保ち、

洗礼の約束に常に忠実だった。」と右近の信仰を称えました。 

最後に、「右近の言葉は現代のわたしたちにどのような意味があるのか」については次のよ

うに強調しました。「右近が日本の教会とすべての信者に残したものは、『偉大な信仰の宝』

です。右近の行動は、まさしく福音的でした。貧しい人々を助け、病人を見舞い、父ダリヨと

共に身寄りのない人の棺を担ぎました。右近は、罪のないキリスト者の嘆きの中に、イエスの

受難と死、その復活が持つ新しい意味を見ていたのです。また、右近は「だれがキリストの愛

からわたしたちを引き離すことができましょう」（ローマの信徒への手紙 8,35）という聖パ

ウロの言葉に満たされ生きた人です。 
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そして、説教を「わたしたちの福者の模範が、イエス・キリストの福音への信仰と信頼へ

と、わたしたちすべてを突き動かしますように。福者ユスト高山右近、わたしたちのために祈

ってください」という祈りで締めくくりました。 

 最後に今回の高山右近列福の意義を適確に表現している司教協議会列聖推進委員会委員長大

塚喜直司教のことば（２月５日 年間第５主日『聖書と典礼』から）を結びといたします。 

「右近の列福の恵みをいただくわたしたちは、いま、右近において、この世の救いであり、

光であるキリストに出会っています。右近から学ぶことは、わたしたちが神の手の中でその道

具となるため、自分の力に頼る自我を捨て、あわれみに満ちた愛を注いでくださる神に自分を

捧げることです。神の愛によって自己が変えられていくことに身を任せ、自分の霊的な熱意を

他者の愛に向けていく、これが右近の聖性への道であり、すべてのキリスト者の召命にあては

まることです。」 

          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

現在、新しい３役の改選選挙が行われていますが、合わせて各委員会の新しいメ

ンバーの募集も始まります。お仕事やご家庭の事情や様々な事情で、どなた様も

それぞれにお忙しいことと思います。ですが、少しの時間だけでも教会の活動を

お手伝していただけると助かることがございます。ここに各委員会の活動内容

を紹介いたします。３月１２日より、委員会メンバー募集の用紙をご用意いたし

ますので、ご協力いただける委員会にお名前をご記入ください。 

 

 

高山右近列福式

の模様です。 



 

 

宣教委員会 

１． 岸和田地区信仰養成部 

① 岸和田地区信仰養成部は、地区評議会に属する委員会で、各小教区から任命された部員

で構成されています。委員会は、通常 2か月ごとに開催され、場所は主に泉佐野教会です。 

② 信徒奉仕職養成基礎コースのスタッフとして参加しています。基礎コースをベースとし

て、集会祭儀担当者養成コース、病者訪問担当者コース、ファシリテーター養成コースも行われ

ています。小教区で、各養成コースの参加呼びかけも行います。 

２． いずみブロック黙想会実行委員会 

① 年 2回ブロックで開催する黙想会の企画、準備、反省会に委員の一員として参加。 

３． いずみブロック「共に歩む旅」 

① 聖書の分かち合いを通して信仰の道を共に歩む会。3 教会を順に会場として年 3 回 10

週単位で行われています。小教区での案内、参加呼びかけを行います。 

４． クリスマスコンサートの支援（予算申請など） 

 

 

 

 

 

 

 

庶務委員会 

庶務の仕事 

① 事務用品の購入・管理（切手、コピー用紙、はがき、封筒、筆記用具等） 

② 消耗品の購入（台所洗剤、掃除用品、トイレットペーパー、お茶等） 

③ 備品の購入・管理（掃除機、ほうき、空調設備等） 

④ 各種台帳管理（信徒籍台帳、洗礼台帳、堅信台帳、婚姻台帳、死亡台帳） 

※各台帳の管理は、司祭が行うこととされており、信徒は司祭の代理として行うこととされています。

個人情報にかかわることなので、そこのところを十分に配慮して台帳管理をするように教区から指

導を受けています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

典礼委員会 

典礼委員の役割の一つは、典礼祭儀の執行と参加をスムーズに、又、充実したものにするた

めに、担当司祭と綿密な打ち合わせをし、準備をすることにあると思っています。 

 

主な仕事 

① 通常ミサの準備と後片付け 

② 季節の典礼の準備と後片付け（待降節、主の降誕、四旬節、聖なる過ぎ越しの 3日間

と復活節） 

③ 種々の祭儀に必要な準備（洗礼式、結婚式、通夜、葬儀、納骨式、追悼式） 

④ 洗濯と管理 

⑤ 典礼奉仕者（先唱者、聖書朗読者、ミサ奉仕者、侍者、詩編唱者）の予定表作成、調

整 

 

そのほかにも、たくさんの奉仕があります。 

一人でも多くの人が典礼奉仕に参加してくださることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

青少年員会 

 

毎週の日曜学校や行事への参加。 

岸和田地区での合同夏季キャンプやクリスマス会への参加 

初聖体のや堅信の準備等… 

 

いろいろな楽しい活動を子どもたちと共にすすめていきます。 

一緒に楽しんで参加してくださるメンバーを募集しています。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 



 

 

 

 

社会活動委員会 

社会活動委員会は、現在 4人のメンバーでやっています。 

 活動内容 

 病人や高齢者の訪問 

 浅香山病院の慰問 

 岸和田地区例会に参加 

 出会いの家への炊事奉仕 

 シルバーの集い準備 

 シナピスへの子供基金送金 

 シナピス学習会への参加・・・・などです。 

 

今のところ、病人訪問を何とか続けている状態で、色々なことに手が回らない状況です。 

もう少し活動を共にしてくださる方が増えて、一緒に考えて分かち合う機会がもてたら

…といつも思っています。どうぞ、皆様のお力を貸してください。 

 

 

 

 

 

 

 

営繕委員会 

 

営繕の仕事は、 

切れた電球、蛍光灯の取り換え、花壇の整備、庭の芝刈り、信徒会館のペンキ塗りかえ

などがあります。 

いつも、積極的なお手伝いで助かっています。 

クリスマスを迎える前には、ツリー、飼い葉おけ作りなどの準備もあります。 

また、皆様の協力が必要になります。 

 

今後とも、営繕の活動を一緒に頑張りませんか？ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

広報委員会 

広報の仕事  

１． 教会広報誌「浜っ子」の作成 

 取材（情報収集、写真撮影） 

 司祭へのメール連絡 

 教会での印刷＆折り込み作業 

 年 2回の信徒宛へ郵送作業 

２． 教会掲示板の管理（ホワイトボードへの行事記載、各種ポスターやチラシの掲示） 

３． 教会ホームページの運営（「浜っ子」掲載や行事予定の定期的な更新） 

 

パソコンがお好きな方、写真がお好きな方、教会での作業が可能な方（数か月に 1 回、

短時間でも OKです）、自宅でなら作業が可能な方・・・ 

一緒に広報活動をしてくださる方お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

四旬節黙想会 

3 月 5 日（日）11:00～岸和田教会 

テーマ：「福音を生きる、福音を伝える」 

クラレチアン会 アベイヤ神父様 

【プログラム】 

11:00 黙想への導入（ふれあい） 

11:20 黙想 「神のいつくしみの証人」 

12:00 昼食 

13:00 黙想 「福音の喜びの証人」 

13:45 分かち合い 

14:30 沈黙 

15:30 ミサ （16:30 閉会） 

黙想（講話）は 2 回あります。当日、ゆるしの秘跡の時間は設けておりません。（待降

節の時と同じです） 

昼食（500 円）を希望される方は、2 月 26 日までに元阪さんにお申し込みください。 

また、車でお越しの方は駐車券を 8 枚用意しています（こちらも元阪さんへ）。 

当日のミサに関しては、各教会、通常の朝 9:30～のミサは行われます。 

 

 

【十字架の道行き】 

3 月 3 日（金）～4 月 7 日（金） 

毎週金曜日 10:00～ 

※3 月 3 日（金）と 4 月 7 日（金）は 

初金のミサ後 10:30～です。 

 

 

 

 

 

 

 

3月 26日、高石地区の地区集会をいたしますので、 

ミサ後、信徒会館にお集まりください。 



3 月の主日ミサ担当一覧  

 浜寺 9:30 和泉 9:30 岸和田 9:30 

1 日（水）灰の水曜日 19:00 カルロス 19:30 ベスコ 19:00 村田 

5 日  四旬節第 1 主日 ベスコ カルロス 
9:30 村田 

11:00 ブロック黙想会 

12 日 四旬節第 2 主日 村田（評議会） ベスコ カルロス（評議会） 

19 日 四旬節第 3 主日 カルロス 村田 ベスコ 

26 日 四旬節第 4 主日 ベスコ カルロス（評議会） 村田 

◇毎週土曜日 19:30 主日前晩のミサ(和泉)  

◇平日のミサ  

浜 寺：火曜日（毎週）  …9:00    和泉 ：月曜日（毎週）  …19:00 

木曜日（第２，４）…9:00       金曜日（毎月第 1）…9:30 

金曜日（毎月第 1）…9:30   岸和田：木曜日（第 1，3）… 9:00 

◇ポルトガル語ミサ 毎月第 2 日曜日…11:00（浜寺） 

◇英語ミサ     毎月第 4 日曜日…15:00（岸和田） 

3 月の各種集いの案内  
 聖書の分かち合い（Fr.村田）・・・・第１、３金曜日 19:00；浜寺教会 

 聖書の分かち合い（Fr.カルロス）・・第 2、4 木曜日ミサ後；浜寺教会 

 キリスト教入門講座（Fr.カルロス）・・第１、3 火曜日ミサ後；浜寺教会 

 キリスト教講座 （Fr.カルロス）・・第１、３土曜日 13:00；岸和田教会 

 聖書の分かち合い（Sr.ルイザ）・・・毎週土曜日 14:30；和泉教会 

3 月の奉仕者当番表  典礼奉仕について都合の悪い方は必ず典礼委員までご連絡ください。 

 
先唱 

子供侍者 第一朗読 第二朗読 
名札受付 

共同祈願 
掃除当番 お茶当番 

聖体奉仕 

1 日

（水） 

 
      

 

5 日 
 

   営繕   
 

12 日 
 

   庶務  堺① 
 

19 日 
 

   社会活動 高石 高石 
 

26 日 
 

   宣教 泉大津 
泉大津 

③  

 


